
サ
イ
ズ
ご
と
の
円
盤
交
換
を

不
要
に
し
た
検
査
選
別
機
の

マ
ル
チ
テ
ー
ブ
ル

ユ
タ
カ

提
供

▲

ネジと関連機器
建
築
・
土
木
用
も
改
善
公
共
投
資
上
向
き
効
果
で

　
ネ
ジ
を
め
ぐ
る
市
場
環
境

は
、
こ
れ
ま
で
自
動
車
関
連

の
好
調
さ
が
際
立
っ
て
い
た

が
、
建
築
・
土
木
分
野
に
も

公
共
投
資
な
ど
の
効
果
が
出

て
い
る
。

　
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
４
社

大

林
組
、
鹿
島
、
清
水
建
設
、

大
成
建
設

の
２
０
１
３
年

４
―
９
月
期
連
結
決
算
は
全

社
が
増
収
。
単
体
の
建
設
受

注
高
は
全
社
が
前
年
同
期
比

で
２
ケ
タ
の
伸
び
だ
っ
た
。

国
土
交
通
省
が
調
べ
た
昨
年

月
の
建
設
工
事
受
注
動
態

統
計
調
査

大
手

社

の

受
注
総
額
も
前
年
同
月
比

・
１
％
増
と
７
カ
月
連
続
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場
も
好
調

が
続
く
。
不
動
産
経
済
研
究

所
が
調
べ
た
同

月
の
首
都

圏

東
京
、
神
奈
川
、
千

葉
、
埼
玉
の
１
都
３
県

の

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
戸
数
は
７

カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ

た
。
平
均
契
約
率
も

・
６

％
と
高
い
。
９
月
末
で
現
行

の
消
費
増
税
が
適
用
さ
れ
る

経
過
措
置
は
終
わ
っ
た
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
者
に
こ
の

先
、
価
格
上
昇
へ
の
懸
念
が

強
く
、
販
売
好
調
に
つ
な
が

っ
た
。

　
ネ
ジ
の
製
品
開
発
で
は
高

強
度
、
高
耐
食
、
軽
量
、
緩

み
止
め
な
ど
、
求
め
ら
れ
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
メ
ー
カ

ー
の
終
わ
り
の
な
い
挑
戦
が

続
く
。
こ
れ
と
連
動
し
て
需

要
を
喚
起
す
る
付
加
価
値
を

備
え
た
製
品
化
も
活
発
だ
。

　
神
山
鉄
工
所

大
阪
府
東

大
阪
市

は
ド
リ
ル
ネ
ジ
の

先
端
刃
を
通
常
と
逆
向
き
に

し
た
新
タ
イ
プ
の
建
築
用
ド

リ
ル
ネ
ジ
を
開
発
。
逆
回
転

に
し
た
ネ
ジ
回
し
で
施
工

し
、
締
結
材
に
雄
ネ
ジ
外
径

の
穴
が
あ
け
ら
れ
る
。
ネ
ジ

が
締
結
材
を
ま
く
り
あ
げ
る

不
具
合
を
解
消
し
た
。
ま

た
、
別
の
メ
ー
カ
ー
で
は
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
対
象

に
盗
難
や
い
た
ず
ら
を
防
止

す
る
緩
み
止
め
ナ
ッ
ト
を
製

品
化
し
た
り
、
締
め
付
け
時

に
工
具
が
外
れ
に
く
い
構
造

の
ネ
ジ
を
商
品
化
す
る
と
こ

ろ
も
。

　
ネ
ジ
関
連
機
器
も
進
化
し

て
い
る
。
高
品
質
が
ブ
ラ
ン

ド
と
な
っ
て
い
る
日
本
の
ネ

ジ
。
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
の
が
検
査
選
別
機
だ
。
セ

ン
サ
―
に
加
え
、
近
年
で
は

カ
メ
ラ
技
術
も
組
み
込
ま
れ

て
高
度
化
、
品
質
へ
の
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
求
め
ら
れ
る
自

動
車
用
途
な
ど
で
、
存
在
感

を
増
し
て
い
る
。

　
検
査
選
別
機
メ
ー
カ
ー
の

ユ
タ
カ

大
阪
府
東
大
阪

市

で
は
、
い
ち
早
く
カ
メ

ラ
技
術
を
導
入
。
ク
ギ
の
検

査
選
別
機
に
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
た
の
が
発
端
だ
。
そ
の
実

績
を
背
景
に
ネ
ジ
検
査
に
活

用
。
時
計
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

に
使
用
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
ネ

ジ
で
、
頭
部
の
十
字
穴
の
ふ

さ
が
り
や
欠
け
の
有
無
を
画

像
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
目
視
で

マ
イ
ク
ロ
ネ
ジ
頭
部
の
検
査

に
あ
た
っ
て
い
た
メ
ー
カ
ー

側
の
負
担
を
解
消
し
た
。

　
同
社
は
特
殊
レ
ン
ズ
と
ミ

ラ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
光
学

技
術
を
持
っ
て
い
る
。
製
品

側
面
の
全
周
検
査
と
測
定
を

１
台
の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
で
４

―
６
台
分
の
撮
影
画
像
を
可

能
に
し
た
機
器
も
提
供
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
ネ
ジ
外
径
変
更
の

段
取
り
替
え
が
簡
単
に
で
き

る
機
種
も
開
発
。
ネ
ジ
外
径

に
応
じ
て
円
盤
の
取
り
替
え

が
必
要
だ
っ
た
手
間
を
な
く

し
た
。
円
盤
の
取
り
替
え

と
、
カ
メ
ラ
の
据
え
付
け
調

整
か
ら
、
最
大
で
１
時
間
が

必
要
だ
っ
た
交
換
時
間
が

１
、
２
分
で
完
了
す
る
、
と

い
う
。
検
査
項
目
と
し
て
上

面
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
で
頭
部
直

径
、
頭
部
形
状
・
傷
、
メ
ッ

キ
の
有
無
を
検
査
。
側
面
カ

ラ
ー
カ
メ
ラ
で
ネ
ジ
外
径
、

ネ
ジ
山
ピ
ッ
チ
、
先
端
の
形

状
や
ネ
ジ
山
の
有
無
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

ｉＢｉｏｋの参加企業 社

旭化成ケミカルズ、江崎グリ
コ、カネカ、月桂冠、コスモ石
油、ダイセル、帝人、長瀬産
業、日東電工、日本触媒、日本
製紙、Ｂｉｏ－ｅｎｅｒｇｙ、
フジッコ、三井化学

　
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
単
純
な
燃
料
に
転
換
す
る
の
で
は
な
く
、
高
付
加
価
値

の
多
様
な
精
密
化
学
品
の
製
造
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
研
究
開
発
が
本
格
化
し
て
き
た
。
バ
イ
オ

マ
ス
は
一
般
に
集
荷
・
輸
送
の
効
率
が
低
く
コ
ス
ト
高
の
問
題
を
抱
え
る
が
、
木
材
チ
ッ
プ
を
原

料
と
す
る
既
存
の
製
紙
工
場
の
設
備
を
活
用
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
石
油
会
社
で
は
な
く
製
紙
会

社
と
各
種
の
化
学
会
社
の
プ
ラ
ン
ト
を
つ
な
げ
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ら
ぬ
バ
イ
オ
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
構
築
す
る
の
が
理
想
像
だ
。
神
戸
大
学
、
日
本
製
紙
を
中
心
と
す
る
産
学
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
こ
の
壮
大
な
夢
の
可
能
性
を
探
る
。

編
集
委
員
・
山
本
佳
世
子

神戸大・日本製紙など産学連携プロ

木
材
か
ら
化
学
品
製
造

「バイオコンビナート」構築へ
バ
イ
オ
マ
ス
高
付
加
価
値
化
製
紙
工
場
フ
ル
活
用

理
工
学
研
究
科
の
定
員
埼
玉
大
、
今
春
人
増

ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
積
層
遮
蔽
板
放
射
線
被
ば
く
大
幅
低
減
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
放
医
研
実
証

生
き
た
細
胞
ナ
ノ
観
察
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
で
北
大
・
理
研
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

下村さん

仮想試験システム開発鉄道車両の安全性検証英大

　　 ２０１４年 平成２６年 １月８日 水曜日 　　 （ ）

バ
イ
オ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
製
品
の
流
れ
イ
メ

ー
ジ
神
戸
大
資
料
に
加
筆

　
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

の
小
平
聡
研
究
基
盤
セ
ン
タ

ー
研
究
員
ら
は
、
宇
宙
滞
在

中
の
放
射
線
被
ば
く
線
量
を

大
幅
に
低
減
す
る
手
法
を
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｉ

Ｓ
Ｓ

で
実
証
し
た
。
遮
蔽

し
ゃ
へ
い

効
果
の
高
い
水
に
着
目
し
、

ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
を
板
状
に

積
み
か
さ
ね
た
遮
蔽
体
を
Ｉ

Ｓ
Ｓ
に
設
置
。
放
射
線
量
を

実
測
し
た
と
こ
ろ
、
線
量
を

平
均
で

％
低
減
で
き
た
。

将
来
の
有
人
宇
宙
飛
行
で
、

飛
行
士
の
安
全
性
向
上
へ
の

貢
献
が
期
待
で
き
る
。

　
宇
宙
飛
行
士
は
単
位
時
間

当
た
り
、
地
上
の
１
０
０
倍

以
上
の
線
量
を
被
ば
く
し
て

い
る
。
し
か
し
、
鉛
な
ど
の

遮
蔽
材
は
打
ち
上
げ
コ
ス
ト

の
問
題
も
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の

船
壁
や
実
験
計
器
な
ど
に
よ

る
遮
蔽
効
果
に
頼
る
の
が
実

情
だ
と
い
う
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
中
性
子

線
の
遮
蔽
効
果
に
優
れ
る
水

を
利
用
し
よ
う
と
考
え
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
に
宇
宙
飛
行
士
の
体
を

拭
く
た
め
に
常
備
し
て
い
る

大
量
の
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
に

着
目
し
た
。

　
ロ
シ
ア
人
宇
宙
飛
行
士
の

協
力
の
も
と
、
２
０
１
０
年

６
月
―

月
ま
で
放
射
線
量

を
測
定
し
た
。
遮
蔽
の
な
い

位
置
の
線
量
は
１
日
当
た
り

９
６
２

だ
っ
た
の
に
対

し
、
遮
蔽
が
あ
る
と
５
９
３

に
低
減
し
た
。
こ
の
結

果
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
計

算
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
。

　
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

生
物
医
学
問
題
研
究
所
、
チ

ェ
コ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
原
子

核
研
究
所
と
の
共
同
研
究
。

　
【
さ
い
た
ま
】
埼
玉
大
学

は
、
大
学
院
理
工
学
研
究
科

の
定
員
を
２
０
１
４
年
度
に

約

人
増
や
し
て
約
３
５
０

人
に
す
る
方
針
だ
。
１
月
中

に
予
算
を
確
定
し
、
正
式
に

決
め
る
。
修
士
課
程
を
含
め

た
６
年
一
貫
教
育
で
、
理
工

系
人
材
育
成
の
質
を
高
め

る
。
４
月
の
進
学
者
か
ら
対

象
と
し
、
３
月
に
追
加
入
試

を
す
る
計
画
。

　
モ
ノ
づ
く
り
の
高
度
化
、

企
業
の
海
外
展
開
な
ど
を
背

景
に
、
専
門
性
の
高
い
理
工

系
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
理
工
系
修
士
学
生
を
増

や
し
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
文

系
の
学
部
・
研
究
科
が
あ
る

強
み
を
生
か
し
、
経
済
関
連

を
は
じ
め
と
し
た
文
系
教
育

も
充
実
さ
せ
る
。

　
同
大
は
文
部
科
学
省
の
国

立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
「
ラ
イ
フ
・
ナ
ノ
バ
イ

オ
」
「
グ
リ
ー
ン
・
環
境
」

「
認
知
科
学
」
な
ど
の
各
分

野
で
理
工
系
研
究
・
教
育
を

強
化
し
て
い
る
。
大
学
院
理

工
学
研
究
科
で
は
定
員
５
０

０
人
前
後
を
目
標
と
し
て
い

る
。

「
飛
躍
で
き

る
か
　
大
学

発
Ｖ
Ｂ
」
は
休
み
ま
し
た
。

原
料
・
製
品
の
組
み
合
わ
せ
や
コ
ス

ト
に
つ
い
て
各
社
で
議
論

神
戸
大
提

供
バ
イ
オ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
候
補
の
一

つ
、日
本
製
紙
岩
国
工
場
日
本
製
紙
提

供

　
北
海
道
大
学
、理
化
学
研

究
所
、高
輝
度
光
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｘ
線
自

由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
の
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
を
活
用
し
、
生
き

た
細
胞
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
観

察
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

独
自
の
細
胞
・
水
封
入
チ
ッ

プ
や
回
折
法
を
活
用
し
て
死

滅
す
る
前
の
姿
を
と
ら
え

た
。こ
の
手
法
は
、生
体
材
料

の
ナ
ノ
構
造
を
解
明
す
る
の

に
広
く
活
用
さ
れ
そ
う
だ
。

　
北
大
の
西
野
吉
則
教
授
、

木
村
隆
志
助
教
、
理
研
の
別

所
義
隆
客
員
研
究
員
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
城
地
保
昌
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
ら
が
、
東
京
薬
科

大
学
、
共
和
化
工
と
共
同
で

行
っ
た
研
究
成
果
。
７
日
付

の
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
電

子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
電
子
顕
微
鏡

や
Ｘ
線
顕
微
鏡
を
使
っ
た
観

察
で
は
、
細
胞
は
放
射
線
で

死
ん
で
し
ま
い
、
生
き
た
ま

ま
観
察
で
き
な
か
っ
た
。
今

回
は
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ

ー
の
発
光
時
間
が

秒

フ
ェ
ム
ト
は
１
０
０
０
兆

分
の
１

以
下
で
あ
る
こ
と

を
利
用
し
、
細
胞
が
死
ぬ
直

前
の
状
況
を
と
ら
え
ら
れ

た
。

　
観
察
で
は
、
乳
製
品
の
殺

菌
で
重
要
な
大
き
さ
１

以
下
の
微
生
物
細
胞
を
対
象

に
し
た
。
生
物
試
料
の
細
胞

を
水
ご
と
封
入
し
た
チ
ッ
プ

と
、
パ
ル
ス
状
コ
ヒ
ー
レ
ン

ト
Ｘ
線
溶
液
散
乱
法
と
呼
ぶ

手
法
を
開
発
し
、
細
胞
の
Ｘ

線
回
折
パ
タ
ー
ン
を
計
測
。

計
算
機
を
使
っ
て
元
の
姿
を

復
元
し
た
。

　
英
ハ
ダ
ー

ス
フ
ィ
ー
ル

ド
大
学
鉄
道

研
究
所

Ｉ

Ｒ
Ｒ

の
ヤ

ン
・
ベ
ジ
ン

博
士

を

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
欧
州

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ダ
イ
ノ
ト

レ
イ
ン

」
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

欧
州
の
鉄
道
基
準
に
沿
っ
て

安
全
性
を
検
証
す
る
バ
ー
チ

ャ
ル

仮
想

試
験
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

か
ら
５

５
０
万

の
支
援
を
得
て
欧

州
７
カ
国
が
参
加
す
る
４
カ

年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
近
く

完
成
す
る
予
定
。

　
鉄
道
車
両
が
運
転
認
可
さ

れ
る
に
は
、
前
も
っ
て
車
両

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
な
ど
を
使

い
、
安
全
確
認
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
物
理

的
試
験
を
必
要

と
す
る
。
今
回

の
研
究
で
は
仮

想
試
験
法
を
利

用
す
る
こ
と
で

車
両
の
安
全
検
証
プ
ロ
セ
ス

を
短
縮
し
、
鉄
道
開
発
に
必

要
な
コ
ス
ト
の
大
幅
引
き
下

げ
を
狙
い
に
し
た
。

　
そ
こ
で
、
鉄
道
車
両
の
動

的
挙
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト

し
、
異
な
る
条
件
下
で
列
車

の
安
全
運
転
の
評
価
を
可
能

と
す
る
モ
デ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト

を
開
発
。
さ
ら
に
、
各
国
の

鉄
道
路
線
か
ら
収
集
し
た
デ

ー
タ
を
基
に
仮
想
試
験
に
利

用
で
き
る
数
値
ツ
ー
ル
も
作

製
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
Ｉ
Ｒ
Ｒ
は
Ｅ
Ｕ

か
ら
の
支
援
を
受
け
、
ダ
イ

ノ
ト
レ
イ
ン
と
は
別
に
貨
物

輸
送
の
効
率
向
上
を
目
的
と

し
た
「
サ
ス
ト
レ
イ
ル

Ｓ

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ

」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は

の
担
当
者

氏
ま
で
電
子
メ
ー
ル

で
。

億
円
基
金
賛
同
を

　
▽

グ
ロ

ー
バ
ル
人
材

育
成
を
狙
い

に
官
民
フ
ァ

ン
ド
と
し
て

集
め
る
２
０
０
億
円
の
資
金

に
つ
い
て
、
「
３
月
末
ま
で

に
目
標
に
到
達
し
た
い
」
と

話
す
の
は
、
文
部
科
学
相
の

下
村
博
文
さ
ん
。

　
▽

「

ト
ッ
プ
企
業
で

億
円
規
模
の
協
力
を

と

い
う
と
驚
か
れ
る
が
、
私
を

含
め
文
科
省
職
員
が
回
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
外
部
人
材

に
参
与
や
嘱
託
と
し
て
協
力

し
て
も
ら
う
」
と
い
う
新
た

な
形
で
取
り
組
む
。

　
▽

財
務
省
の
協
力
で
企

業
の
フ
ァ
ン
ド
拠
出
分
は
税

額
控
除
さ
れ
る
た
め
、
企
業

を
「
回
れ
ば
回
る
ほ
ど
成
果

が
表
れ
る
」
と
み
て
お
り
、

「
内
閣
が
教
育
に
こ
れ
だ
け

関
心
を
持
つ
今
は
１
０
０
年

に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
大

い
に
意
気
込
む
。

脱
中
東
依
存
に
ら
む

　
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
化
学

品
と
し
て
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

か
ら
作
製
し
た
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
や
、
そ
れ
を
使
っ
た

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
な
ど
が

実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
価
格
が
安

く
、
市
況
の
影
響
を
受
け
や

す
い
欠
点
が
あ
る
。
一
方
、

バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
導
か
れ
る

高
付
加
価
値
品
に
は
機
能
性

ペ
プ
チ
ド
や
イ
ノ
シ
ト
ー

ル
、
コ
ハ
ク
酸
な
ど
が
あ

り
、
採
算
上
、
価
格
の
高
い

化
学
品
に
事
業
化
は
限
定
さ

れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
バ
イ
オ
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
で
検
討
す
る
の

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
中
心
成

分
、
多
糖
の
セ
ル
ロ
ー
ス
と

芳
香
族
の
リ
グ
ニ
ン
を
出
発

物
質
に
、
多
様
な
化
学
品
や

燃
料
の
製
造
を
組
み
合
わ
せ

る
も
の
だ
。
大
量
の
バ
イ
オ

マ
ス
を
一
括
処
理
す
る
前
処

理
の
ほ
か
、
熱
活
用
や
排
水

処
理
で
も
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
の
創
出
を
狙
う
。

　
こ
の
構
想
を
進
め
る
神
戸

大
学
の
「
バ
イ
オ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
次
世
代
農
工
連
携
拠

点

ｉ
Ｂ
ｉ
ｏ
ｋ

ア
イ
バ

イ
オ
ケ
ー

」
に
は
化
学
や

食
品
な
ど

社
が
参
加
す

る
。
化
学
企
業
に
と
っ
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
対
応
に
加

え
、
中
東
の
石
油
依
存
を
脱

し
て
原
料
を
多
様
化
で
き
る

点
が
魅
力
だ
。
神
戸
大
の
近

藤
昭
彦
副
拠
点
長
は
「
バ
イ

オ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
化
学
品

は
、
製
造
コ
ス
ト
が
石
油
化

学
品
と
同
等
以
下
に
な
れ

ば
、
市
場
が
一
気
に
変
わ

る
」
と
そ
の
潜
在
力
を
説
明

す
る
。

コ
ス
ト
な
ど
課
題

　
構
想
で
大
き
な
役
割
を
担

う
の
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ

る
木
材
の
集
荷
・
前
処
理
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
設
備
を
持

つ
日
本
製
紙
だ
。
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
２
０
１

３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
化
学
品

を
一
貫
製
造
す
る
取
り
組
み

で
も
、
参
加

社
・
機
関
の

中
で
同
社
が
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
て
い
る
。

　
同
社
は
中
長
期
経
営
計
画

に
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど

柱
と
す
る

総
合
バ
イ
オ
マ

ス
企
業

へ
の
転
換
を
掲
げ

る
。
研
究
開
発
本
部
の
種
田

英
孝
主
席
研
究
員
は
そ
の
背

景
に
つ
い
て
、
「
電
子
媒
体

の
普
及
や
輸
入
紙
の
台
頭

で
、

国
産
の

紙
の
需
要

が
減
っ
て
い
る
」
と
説
明
す

る
。
こ
こ
数
年
で
１
割
強
と

い
う
減
少
分
の
木
材
が
、
新

た
な
使
い
方
に
振
り
向
け
ら

れ
る
と
い
う
。

　
ｉ
Ｂ
ｉ
ｏ
ｋ
の
産
学
メ
ン

バ
ー
は

年
に
同
社
の
基
幹

工
場
、
岩
国
工
場

山
口
県

岩
国
市

を
訪
問
。
木
材
チ

ッ
プ
の
巨
大
な
貯
蔵
施
設

や
、
セ
ル
ロ
ー
ス
製
品
な
ど

を
扱
う
ケ
ミ
カ
ル
事
業
部
を

見
学
し
た
。
飯
森
武
志
主
席

研
究
員
は
「
課
題
は
各
製
品

の
コ
ス
ト
と
プ
ラ
ン
ト
の
構

築
だ
」
と
指
摘
す
る
。
同
じ

瀬
戸
内
工
業
地
帯
に
は
メ
ン

バ
ー
の
帝
人
や
ダ
イ
セ
ル
の

工
場
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地

域
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
メ

ン
バ
ー
の
各
社
は
岩
国
工
場

か
ら
他
の
工
場
に
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
輸
送
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
た
。

　
製
紙
工
程
で
は
、
セ
ル
ロ

ー
ス
繊
維
か
ら
な
る
パ
ル
プ

を
作
る
た
め
、
前
処
理
と
し

て
木
材
チ
ッ
プ
を
ア
ル
カ
リ

と
高
温
高
圧
で
煮
沸
し
、
リ

グ
ニ
ン
を
溶
か
し
て
い
る
。

紙
の
強
度
を
高
め
る
た
め
に

使
う
硫
黄
成
分
で
、
リ
グ
ニ

ン
は
縮
合
重
合
し
活
用
で
き

な
く
な
る
た
め
、
現
状
で
は

工
場
の
燃
料
と
し
て
単
純
に

燃
や
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
バ
イ
オ
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
い
て
は
、

化
学
会
社
の
要
求
が
強
い
コ

ス
ト
引
き
下
げ
に
向
け
、
セ

ル
ロ
ー
ス
よ
り
高
価
格
の
リ

グ
ニ
ン
の
生
産
を
優
先
す
る

こ
と
を
選
択
肢
の
一
つ
に
位

置
づ
け
る
。
前
処
理
の
触
媒

を
ア
ル
カ
リ
以
外
に
替
え
、

硫
黄
の
使
用
を
止
め
る
と
い

っ
た
変
更
が
考
え
ら
れ
る
と

い
う
。
自
社
工
場
で
の
完
結

型
か
ら
、
多
数
の
他
企
業
と

の
す
り
合
わ
せ
型
に
転
じ
る

こ
と
は
、
製
紙
会
社
に
と
っ

て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い

え
る
。

微
生
物
効
率
反
応

　
バ
イ
オ
マ
ス
前
処
理
の
後

は
、
多
数
の
化
学
製
品
と
そ

の
反
応
の
流
れ
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
環
境
対
応
の
う
え
で
は

化
学
反
応
で
は
な
く
、
微
生

物
反
応
の
活
用
が
望
ま
し

い
。
神
戸
大
の
統
合
バ
イ
オ

リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

が
、
ｉ
Ｂ
ｉ
ｏ
ｋ
の
一
環
と

し
て
進
め
る
微
生
物
代
謝
の

基
礎
研
究
は
、
こ
の
部
分
で

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
微
生
物
に
よ
る
化
学
品
の

発
酵
生
産
は
こ
れ
ま
で
、
数

個
の
遺
伝
子
導
入
な
ど
比
較

的
、
簡
単
な
操
作
で
行
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
特
殊
な

化
学
品
を
高
収
率
で
作
ら
せ

る
に
は
、
数
十
の
代
謝
反
応

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
酸
化
還
元
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

細
胞

工
場

を
設
計
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

　
そ
の
た
め
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
細
胞
内
の
生
成
物
を
分

析
す
る
マ
ル
チ
オ
ミ
ッ
ク
ス

解
析
や
、
代
謝
反
応
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
駆
使
し
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
化
学
品
を
作
る
微
生
物

に
、
木
材
前
処
理
後
の
多
糖

セ
ル
ロ
ー
ス
を
分
解
す
る
機

能
を
、
細
胞
表
面
に
持
た
せ

る
こ
と
も
狙
う
。こ
の
細
胞

表
層
工
学

で
糖
化
と
発
酵

の
プ
ロ
セ
ス
を
一
度
に
行
う

微
生
物
を
つ
く
り
だ
せ
ば
、

バ
イ
オ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
コ

ス
ト
低
減
が
期
待
さ
れ
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー

長
で
も
あ
る
近
藤
副
拠
点
長

は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本

質
は
新
結
合
だ
」
と
強
調

す
る
。
天
然
と
人
工
両
面
で

の
微
生
物
の
代
謝
経
路
、
大

学
と
企
業
、
技
術
と
市
場
、

産
業
の
上
流
と
下
流
な
ど
、

多
く
の
新
結
合
に
よ
っ
て
全

体
が
成
立
す
る
。
関
係
者
が

「
吉
」
と
占
っ
た
バ
イ
オ
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、
実
現
の
暁

に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
好

例
に
な
る
こ
と
が
間
違
い
な

さ
そ
う
だ
。

　
◆
来
月
８
日
に
シ
ン
ポ

　
海
洋
研
究
開
発
機
構
　
２

月
８
日

時
か
ら
東
京
都
港

区
の
建
築
会
館
ホ
ー
ル
で
、

「
地
球
大
変
動

―
地
殻
大

変
動
を
引
き
起
こ
す
地
球
深

部
の
巨
大
運
動
が
見
え
て
き

た
！
」
と
題
し
て
第
２
回
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。

日
本
列
島
の
地
表
で
見
え
る

大
地
の
変
動
や
地
震
発
生
の

し
く
み
は
ど
こ
ま
で
分
か
っ

て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
、
来
場
者
と
と
も
に
考
え

る
。
２
部
構
成
で
、
テ
ー
マ

は
１
部
が
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
学
ん
だ
地
殻
変
動
と
巨

大
地
震
発
生
」
、
２
部
が

「
マ
ン
ト
ル
と
コ
ア
の
地
図

を
つ
く
っ
て
地
球
の
運
動
を

探
る
」
。
い
ず
れ
も
海
洋
機

構
の
担
当
研
究
員
ら
が
講

演
。
参
加
無
料

事
前
に
登

録
必
要

、
問
い
合
わ
せ
は

同
機
構
事
務
局
研
究
支
援
部

０
４
５
・
７
７
８
・
５
７

０
０

へ
。


